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社内の声で到底信じられないのが、

「.NETになって、システムの設計法が

わからない｣というものである｡

システムの設計は、開発環境が違っ

ても、そんなに変わるわけではない。

Visual Studio .NETを使ったシステムの

設計がわからないというヤツは、シス

テムの設計自体について理解していな

いからに違いない｡

何が必要か？
ところが、よくよく聞いてみると、

・.NETで作成するシステムでは、エン

ティティをすべてクラス化する

・今後は、すべてを3階層分散アプリ

ケーションで作成しなければいけない

・データをすべてXMLとして保管したい

・Webのサーバーアプリは、ASP.NET

で作成する

・何でもかんでもWebサービスを利用

してコンポーネント化する

などということが、上司から求められ

るし、なんとクライアントも、これら

を要求してくるというから信じられない。

たしかにこれらは、Visual Studio

.NETの誇る機能であり、マイクロソフ

ト社の文書でも、いやというほど読ま

されてきた。しかし、我が社の管理職
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我輩の名前は「頑固一徹」。我輩の働いている会社でも、いよいよ本格的に開発

環境を.NETに移行することになった。社内のトップは、これまで、あまり.NETに乗

り気ではなかったのに、C#がJISで標準プログラミング言語として制定されたと聞

いて、急に慌て出したのだからまったくもって馬鹿げた話だ。

社内では、いろいろな不満が鬱積しているようである。長年にわたって、Visual

Basicでシステムを開発してきた我輩としても、どうも納得のいかないことが多々あ

る。今回はまず、これについて書くことにする｡
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が、これらの概念を正しく理解してい

るとは、とても思えないし、クライア

ントも、聞き覚えた言葉をオウム返し

しているだけなのではないだろうか。

思うに、どうも最新の技術用語だけが

一人歩きしているような気がする。

インターネットのシステムで、XML

WebサービスとSOAPで情報を自由に

交換したい、というのもよく聞く話ら

しいが、そのシステムを要求してきた

クライアントは、本当にそのような情

報管理が必要なのだろうか。

我輩は、クライアントが、コンピュー

タのシステムに期待している内容を、

具体的に理解し、それを、できるだけ

安価に、短い時間で提供できれば、そ

れで十分なのではないかと思っている。

我が社の営業もSEも、クライアント

と話し合う際に、コンピュータの専門

用語など使わずに、使う側（システム

担当よりも現場の事務員、コンピュー

タに詳しい人物よりも業務に詳しい人）

の話をよく聞いてきてほしいものだ。

もちろん、営業が高額の制作費を分

捕ってきてくれるのなら、また、際限

もなく仕事を取ってきてくれるのなら、

我が社としては、オーバースペックな

内容は大歓迎だろう。ただし、新しい

技術を習得する時間を用意してほしい

し、技術者も増やしてほしい。

我輩の考え
.NETを目の敵としていた我輩だが、

VB.NETを触わっていくうちに、この

開発環境が使いやすいことが少しずつ

わかってきた。たしかにプログラマに

親切な機能やツールが多い。

しかし、長年にわたって、Visual

Basic 6.0で多くのシステムを作成して

きた我輩としては、頑固一徹、今まで

の流儀を変える気はない。変えずとも、

使う人たちに喜ばれるシステムを作成

する自信がある。これが経験というも

のだ。

我輩にはエンティティをすべてクラ

スで記述する能力はないし、内容を分

析する時間もない。しかし、データ

ベースの最適化については、長い経験

があるし、若干の自信もある。もちろ

んクラスを利用すると便利なのは感じ

ているから、少しずつ採用するかもし

れない。

我輩は、忙しいときにはBasic固有の

関数やステートメントをどんどん使う

ことにしている。そのうちに覚えたもの

から、.NET Framework固有のものに

少しずつ移行すればよいという考えだ。

ただし、これらはあくまで開発者で

ある我輩の考えであって、我が社全体

として考えると、技術の蓄積として、

クラスの形でコンポーネント化を進め

ることは必要だろう。それならば、優

秀な技術者を養成し、汎用クラスや便

利なコントロールをどんどん作ってく

れればよい。我輩は喜んで、それを使

わせてもらう。

しかし過去を思い出すと、隠蔽性の

あるサブルーチンの蓄積ができなかっ

たのだから、絵に描いた餅なのかもし

れない。

嘘のような本当の話
あるクライアントが、

「今後プラットフォームがどのように変

わるかわかりません。弊社の持つデー

タは、すべてXMLファイルの形で蓄積

したいと思います。まずは、弊社の

データベースをすべてXMLファイルに

変更してくれませんか？」

と言ってきたという。これが完成した

ら、どんなことになるか、懸命な読者

はおわかりになるだろう。

また、先日、開発会社にいる、我輩

の友人から次のような質問を受けた。

「いろいろなエンジンのデータベースを

処理する際には、Webサービスを使わ

なければいけないのでは？｣

用語辞典かインターネットで「Web

サービス」を引くと、この答えを見る

ことができるだろう。

.NETを恐れるな！
C++が現われたときに、我が国のプ

ログラマの多くは、C++をオブジェクト

指向言語として捉えるよりは、単に

コードのチェックをよくやってくれるC

言語として付き合い始めたような気が

する（何よりの証拠は、C++のユー

ザーよりもJavaのユーザーのほうがC#

に付き合いがよかった）。

だからといって、C++が使いにくい、

といった人は少なかったと思う。OOP

など意識せずに、文法のチェックが厳

しい、ただのCだと思って使っていたは

ずである。

Visual Studio .NETも、あまり意識せ

ずに、開発環境（IDE）が親切で使い

やすくなっただけで、以前と同じよう

に使えば、そんなに面倒はない、と思

えば、なかなか便利なものである。

要は、Visual Studio .NETが提供し

てくれる新しい機能を無理して利用し

ないことだ。大切なことは、まず使っ

てみることである。そして、きちんと

動くコードを書いてみることである。

ある程度コーディングができるように

なってから、新しい機能を勉強すれば
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